
























たな伝統を創造し続ける都市。近くて遠い国、日本を経験したいという欲求が高まるなかで、偶然日文研を知った。細川周平先生に突然連絡をし、不可能と思えるような可能性を訊ねた。世界的に知られた学者が集う研究所に現代音楽作曲家が現われることは、最初、ミスマッチと思えたが、音楽を含めて芸術はつねに歴史のなかで展開 ており、音楽史は社会、政治、文化の、芸術の潮流の変化と並行 て進んできた。こう考えると 文研は私に って理想の場所となった。
細川先生は最良の相談相手だった。一緒に連れていってもらったある大阪の演奏会では韓国






現在﹂ ︵二〇一三年五月二五日︶では日韓の作曲家が集まり、西洋音楽の導入と未来への方向について、深く議論する機会を得た。中村先生はシンポジウムとリサイタル 副題を私がオーケストラのために書き、シンポジウムで改訂初演した 品名か ﹁不可能の可能性を生きる﹂とした。
日文研ですごした一年は私にはまさに﹁不可能の可能性﹂だった。世界中から集まる客員研
究者とアイデアや知識を交換しながら、日文研のなかで世界を体験した。国籍、性別、年齢、専門は異なっても、普遍的な理解を分かち合えた。まさしくこれらの﹁違い﹂の めに 私たちの会話 ますます面白くなり まっていった。パトリシア・フィスター先生 イブニング・セミナーでは桜の花 祭り、武道について目を開かされた。こう 話題は私のなかに新たな芸術的な興味 着想を湧き立たせてくれた。私の音楽をオンラインのリサイタルや演奏聴いた日文研滞在中の研究者が述べてくれた感想は、かけがえのないヒントだった。
来年の秋、日韓の音楽家と振付家が京都で共同参加するパフォーマンスが計画されている。
日文研で得 貴重な経験をも に両国の現代音楽シーンの交流がま ます盛んになり、同じよ
5うな共同プロジェクトがソウルで展開できればよいと期待している。日文研に初めに到着したときに鼻をくすぐった木の甘い香りや挨拶しにきた猿と鹿の家族は、今でも記憶から消えない。来年の秋、京都を再訪した際には日文研にやってきて感謝の気持ちをささげ、人生の贈り物であった時間 もう一度生きたい。
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日文研は、国が必要と認めたミッションを遂行するために設置された研究機関である。当初
は文部科学省の直轄の研究機関だったが、大学共同利用機関法人・人間文化研究機構を構成す
